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昭
和
六
四
年
（
一
九
八
九
）
一
月
七
日
、

昭
和
天
皇
の
崩ほ

う

御ぎ
ょ

に
よ
り
始
ま
っ
た
「
平

成
」
も
終
わ
り
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
の
三
〇
年
間
は
、
鏡
野
町
域

の
歴
史
の
中
で
も
大
き
な
転
換
期
と
な
る

出
来
事
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
今
回

は
こ
う
し
た
鏡
野
町
の
平
成
史
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
始
ま
り
の
年
、
平
成
元
年
（
一

九
八
九
）
は
町
村
制
施
行
一
〇
〇
年
に
あ

た
り
、
上
齋
原
村
・
富
村
で
は
、
村
制
施

行
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
バ
ブ
ル
景
気
と
そ
の
余
韻
に
沸

く
平
成
初
期
、
現
町
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の
と

し
て
、
平
成
元
年
に
は
大
野
小
学
校
、
恩

原
高
原
パ
ノ
ラ
マ
ゲ
レ
ン
デ
、
二
年
に
は

香
々
美
小
学
校
、
三
年
に
は
奥
津
町
民
体

育
館
、
恩
原
自
然
展
示
館
、
四
年
は
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
奥
津
小
学
校
、
五

年
は
上
齋
原
文
化
セ
ン
タ
ー
、
六
年
は
た

た
ら
展
示
館
（
富
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
長
年
苫
田
ダ
ム
建
設
反
対
を

掲
げ
て
き
た
奥
津
町
で
は
、
平
成
二
年
に

つ
い
に
ダ
ム
建
設
を
前
提
と
し
た
条
件
整

備
の
協
議
に
入
る
こ
と
を
表
明
し
、
平
成

六
年
に
「
苫
田
ダ
ム
阻
止
特
別
委
員
会
条

例
」
を
廃
止
す
る
と
共
に
「
苫
田
ダ
ム
建

設
事
業
に
係
る
基
本
協
定
書
」
に
調
印
し

ま
し
た
。
そ
の
後
数
々
の
振
興
計
画
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
苫
田
ダ
ム

は
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
運
用
開

始
し
ま
す
が
、
ダ
ム
の
振
興
計
画
に
よ
っ

て
、
平
成
中
期
頃
に
は
奥
津
町
域
で
は
奥

津
町
役
場
（
現
奥
津
振
興
セ
ン
タ
ー
）
を

は
じ
め
、
花
美
人
の
里
や
道
の
駅
奥
津
温

泉
な
ど
の
施
設
が
造
ら
れ
、
国
道
一
七
九

号
の
付
け
替
え
に
よ
っ
て
交
通
の
便
も
改

良
さ
れ
ま
し
た
。
上
齋
原
村
で
は
平
成
八

年
（
一
九
九
六
）
に
国
民
宿
舎
「
い
つ
き
」

や
「
い
っ
ぷ
く
亭
」、
富
村
で
は
一
五
年

（
二
〇
〇
三
）に「
の
と
ろ
温
泉
天
空
の
湯
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
町
域
北
部
に
明
る
い
兆

し
が
見
え
始
め
ま
し
た
が
、
一
方
で
ダ
ム

建
設
に
よ
り
水
没
予
定
地
域
に
住
む
多
く

の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
土
地
を
去
ら
ね
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
歴
史
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
頃
町
域
南
部
の
旧
鏡
野
町
で
は
、

ス
イ
ス
の
教
育
者
・
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
教

育
理
論
を
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
生

か
そ
う
と
平
成
七
年
よ
り
「
日
本
の
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
タ
ウ
ン
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を

掲
げ
て
町
づ
く
り
を
進
め
る
と
共
に
、
現

在
で
も
続
く
ス
イ
ス
の
イ
ヴ
ェ
ル
ド
ン
市

と
の
友
好
都
市
交
流
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
町
の
平
成
史
の
中
で
最
も
大

き
な
出
来
事
と
い
え
ば
、
平
成
一
七
年
の

平
成
の
大
合
併
に
よ
る
新
「
鏡
野
町
」
の

誕
生
で
し
ょ
う
。
こ
の
四
町
村
の
合
併
に

よ
り
鏡
野
町
は
面
積
四
一
九
・
七
㎢
と
い

う
、
県
内
有
数
の
面
積
規
模
を
持
つ
町
と

な
り
、
同
年
に
開
催
さ
れ
た
晴
れ
の
国
お

か
や
ま
国
体
で
は
、
地
域
の
結
束
力
の
強

さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
の

台
風
一
〇
号
や
、
昨
年
の
西
日
本
豪
雨

な
ど
の
災
害
が
町
内
各
地
に
大
き
な
爪
痕

を
残
し
た
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
で

し
ょ
う
。

　

気
が
つ
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
の
三
〇

年
、
こ
の
間
に
町
域
の
人
口
は
約
三
、
五

〇
〇
人
、
学
校
数
は
小
・
中
学
校
合
わ
せ

て
六
校
が
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎

化
が
ま
す
ま
す
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
平
成

時
代
で
す
が
、
近
年
は
町
外
か
ら
の
移
住

者
も
増
え
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
や
地

域
の
特
徴
を
生
か
し
た
産
業
も
注
目
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

「
令
和
」
時
代
が
子
孫
に
誇
る
こ
と
の
で

き
る
輝
か
し
い
歴
史
に
な
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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